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6.1 SO 計算例 

6.1.1-ホスト端局システム-停止報告 

2006年6月時点での、4つのシステム-サイトA,B,C及びDからなる製品分類1.1hホスト端局システムの母集団を考え

てみよう。 

表6.1.1-1 は、サイト全域の端子の配置をまとめている。 

表6.1.1-1 ホスト端局システムのサイト情報のまとめ 

サイト 端子の集計数  

A  6,000  

B  2,000  

C  10,000  

D  15,000  

母数 (SOs)  33,000  

 

この例において、2006年6月に以下のような停止が起こった： 

1) サイトA、10分間、製品起因、すべての端子に影響 

2) サイトD、30分間、製品起因、すべての端子に影響 

3) サイトA、5分間、製品起因、CCS停止（既定の重み付け50%） 

4) サイトC、15分間、製品起因、CCS停止（既定の重み付け50%） 

5) サイトB、20分間、製品起因、500の端子に影響する停止 

 

 

この報告月の停止データを表6.1.1-2にまとめる。 

 

表6.1.1-2 ホスト端局システムの停止測定値のまとめ 

停止番号 影響を受けた端子数 (A)  停止持続時間(分)(P) 重み付け時間 (A * P)  

1  6,000  10  60,000  

2  15,000  30  450,000  

3  3,000  5  15,000  

4  5,000  15  75,000  

5  500  20  10,000  

合計 29,500   610,000  
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 サービス影響の停止の計算  

 

ホストシステムについてのすべての起因の停止ダウンタイムの計算は； 
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ホストシステムについてのすべての起因の停止頻度の計算は； 
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000,33

500,29
 

SO1 = 10.73 回数/端子/年 

これらの測定値は、エンドユーザに供給された実際のパフォーマンスを直接意味する。典型的なホストシステムの

典型的な端子は、この月のパフォーマンスデータに基づけば、年に10.73回、総計で221.82分の停止を経験すること

になる。 

このホストシステムの母集団は、33,000の端子から成り、SO測定法の下にSOsとして報告される。すべての停止は

製品起因なので、すべての原因及び製品起因の測定値は同一である。組織は、SOdaとSOdpを610,000とし、SOea

とSOepを29,500として、測定値提出時に報告する。 

（訳注：原文のSOes はSOep、SOdsはSOdpの誤り） 
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SO1 = 12 × 

SO2 = 12 × 

SO2 = 12 × 
610,000 

33,000 

SO2 = 221.82 分/端子/年 

SO1 = 12 × 



   

 サービス影響測定値について、MRSに報告されるデータを表6.1.1-3に示す。 

（訳注：原文ではTable 6.1-7になっているが、番号の付け方を整合させるため6.1.1-3にした。） 

表6.1.1-3 2006年6月のSOデータ報告表の例 

識別子 値 

MeasurementID  SO 

SOa 12 

SOs 33,000 

SOea 29,500 

SOda 610,000 

SOep 29,500 

SOdp 610,000 

（訳注：上表の下から２つの識別子は、原文では、上から順にSOes，SOdsとなっていたがこれは誤り。） 

6.1.2 規準化単位数 SOs の計算 

6.1.2.1 SDH/SONET 
製品分類3.2.2.1.2.1（SDH/SONET）については、NU(規準化単位)はOC-1である。システムの総容量は、実動のネ

ットワークの稼動しているサイドに装着されている光インターフェース基板の数と装着されている各基板の容量に

依存する。（訳注：「サイド」は、例えば、ADMリングのような二重リングの実動側を示す。冗長度のないネット

ワーク構成で障害時縮退の場合は全ての基板が対象となる。） 

例えば、8ノードの標準的な2.5G ADMリングでは、16枚の2.5G の基板が使われているなら、総計の容量は、 

8ノード×2サイド/NE×48 OC-1/2.5G ＝768 OC-1 

各ノード内に設置されているプロテクション装置は、ネットワークに対しては容量を追加するものではないので、

規準化単位の数量を決定する際には含めない。 

 

 

6.1.2.2 WDM/DWDM 
製品分類3.2.2.1.2.2（WDM）については、NU(規準化単位)は光チャネルである。システムの総容量は、実動のネッ

トワークの稼動しているサイドに装着されているOTU(光トランスポンダー・ユニット)基板の数と装着されている各

基板の容量に依存する。例えば、2個のOTMノードの40個の光チャネルを持つWDMシステムでは、各OTMノードに

使われているOTU基板（OTU基板1枚当たり光チャネル1個）が2枚だけなら、総計の容量は、 

2ノード×2光チャネル/NE=4光チャネル 

各ノード内に設置されているプロテクション装置は、ネットワークに対しては容量を追加するものではないので、

規準化単位の数量を決定する際には含めない。 
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 6.1.3 – 規準化単位 NE – 基地局制御装置 

4つの基地局制御装置 A,B,C 及び Dからなる、製品分類3.3.1、基地局制御装置の母集団を考えてみよう。表6.1.3-1

は、BSC(基地局制御装置)の配置をまとめている。 

 

表6.1.3-1 BSC(基地局制御装置)システムのサイト情報のまとめ 

 

BSC ネットワークエレメント数 

A  1 

B  1 

C  1 

D 1 

母数(SOs) 4 

 

 

 

この例において、報告月に以下のような停止が起こった： 

1) BSC A、10分間、顧客起因、BSC全体に影響 

2) BSC D、30分間、製品起因、BSC全体に影響 

3) BSC A、5分間、製品起因、（重み付け50%） 

4) BSC C、15分間、製品起因、（重み付け50%） 

5) BSC B、20分間、製品起因、（重み付け25%） 

 

SO測定法では、規準化単位がNE(ネットワークエレメント)の場合、頻度と持続時間は共に停止に影響したNEの比

率（%）で重み付けされる。 

表6.1.3-2 は、当報告月における“全原因”の停止データをまとめている。 

 

表6.1.3-2 BSC（基地局制御装置）システムの停止測定法のまとめ（全原因） 

 

停止番号 影響 回数 持続時間(分) 
重み付け頻度 

SOea 

重み付け時間(分) 

SOda 

1 100% 1 10 1 10 

2 100% 1 30 1 30 

3 50% 1 5 0.5 2.5 

4 50% 1 15 0.5 7.5 

5 25% 1 20 0.25 5 

合計  5  3.25 55 
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サービス影響停止の計算（表6.1.3-2より） 

 

“全原因”のダウンタイム計算                   “全原因”停止頻度計算 

 

            
    

   
                                                                 

    

   
  

       
∑      

   

∑    
   

                                                        
∑    

   

∑    
   

 

                                                                                    

SO2 = 165 分/NE/年                          SO1 = 9.75 回/NE/年 

 

（訳注：原文では、上記1行目の計算式と2行目の計算式の順序が逆になっているが、式の定義に順序から、

上記の方が理解し易い） 

 

 

 

表6.1.3-3 は、当報告月における“製品起因”の停止データをまとめている。 

 

表6.1.3-3 BSC（基地局制御装置）システムの停止測定法のまとめ（製品起因） 

停止番号 影響 回数 
持続時間 

(分) 

重み付け頻度 

SOep 

重み付け時間(分) 

SOdp 

1 0 0 0 0 顧客起因：計数しない 

2 100% 1 30 1 30 

3 50% 1 5 0.5 2.5 

4 50% 1 15 0.5 7.5 

5 25% 1 20 0.25 5 

      

合計  4  2.25 45 

 

（訳注：原文では、上記の表で重み付け頻度の単位を（分）にしているが誤り） 
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サービス影響停止の計算（表6.1.3-3より） 

 

製品起因のダウンタイム計算   製品起因の停止頻度計算 

               
 𝑂𝑑𝑝

 𝑂𝑠
                                                   

 𝑂𝑒𝑝

 𝑂𝑠
 

       
∑      

   

∑    
   

                                                        
∑    

   

∑    
   

 

                                                                                   

SO4 = 135 分/NE/年                          SO3 = 6.75 回/NE/年 

 

（訳注：原文では、上記1行目の計算式と2行目の計算式の順序が逆になっているが、式の定義の順序から、

上記の方が理解し易い） 
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